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POP希望〔　 　〕

できれば、古来種野菜を
食べてください。
野菜って、楽しくって、
美味しくって、
でも、ちょっと切ない。
古来より、一度も絶やされることなく

連綿と受け継がれてきた「命」があります。

それが古来種野菜（在来種・固定種などのすべての伝統野菜）たち。

農家さんが、種を撒き、育て、収穫し、そこからまた

種を採集して来年まで寝かせる。そしてまた種を撒く。

そのサイクルが800年近く続いてきました。

　　しかし、その種がいま、途絶えようとしている。
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著者：高橋一也（たかはし・かずや）
1970年生まれ。高等学校卒業後、中国に留学。その後、(株)キハチアンド

エスに調理師として勤務する中で、有機野菜と出逢う。1998年に(株)

ナチュラルハウス入社。後に取締役へ就任し、売上高50億円の会社経

営に携わる。東日本大震災をきっかけに、warmerwarmerとして独立。

古来種野菜の販売や、有機生産者を守るための活動に熱く取り組む。

テレ東「ガイアの夜明け」、
TBS「EARTH Lab」ほか、
ＴＶ出演多数！

世間の風を冷たく感じた路上販売に始まり、
古来種フェス「種市」の熱狂、
伊勢丹での驚きの展開にいたるまで、
「あたためる八百屋」の騒がしい毎日をめぐる奮闘記。

僕たちには何ができるだろう。
それは「食べること」！

■様々な古来種きゅうりたち。
　800年続く平家きゅうりを中心に。
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